




 

 D 型 PMD 児の装具歩行や独立歩行が不能になる重要な因子に、典形的な下肢

の拘縮変形がある。従来からこの分野の予防及び治療に副子の使用が試みられ

てきたが、その着用には賛否両論があって決定的な結論は出ていない。当院で

も副子の構造上の問題を含め、ステージ 1～4の患児 16 名に着用させたので報

告する。 

 前段階としてバネ付装具によって登下校をしている患児 8名を対象に、熱可

塑性プラスチックを用いた良肢位保持用固定副子を夜間着用させて着用時間と

疼痛や発赤の部位と程度を約 3ケ月間チエックした結果、殆んどの患児が長時

間の着用に耐えられず夜間の使用を断念した。次に側方支柱にピアノ線を用い、

各関節部を拘縮変形に応じて任意の角度に設定出来かつ保持出来る副子を試作

したが、同様に長時間の着用は困難であった。 


